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会
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面
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０
８

木
❶
木
❷
木
❸
木
❹
木
❺
井

議
会
は
、
２
月
２０
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
案

件
と
し
た
全
員
協
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
再
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
か
ら
新
庁
舎

整
備
を
含
む
市
駅
周
辺
再
整

備
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
お
り
、
議
会
で
も

平
成
２９
年
３
月
か
ら
１２
回
に

わ
た
り
全
員
協
議
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

４
年
９
月
定
例
月
議
会
に

お
け
る
新
庁
舎
位
置
を
⑤
街

区
と
す
る
条
例
案
の
否
決
を

受
け
、
市
は
こ
れ
ま
で
議
会

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
市

民
説
明
会
の
開
催
や
土
地
利

用
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
し
て
お
り
、
今
回
は
、

議
会
の
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
や
、
そ
れ
に
基
づ
く

④
・
⑤
街
区
の
取
組
の
ほ
か
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
新

庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
作

業
の
進
捗
、
②
・
③
街
区
の

取
組
、
概
算
事
業
費
の
見
直

し
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
者
か
ら
の
説
明
（
内

容
は
左
欄
参
照
）
の
後
、
１０

人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

※
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
基

本
計
画
は
、
以
下
「
基
本
計

画
」
と
表
記
。

早
期
に
庁
舎
位
置
を
確
定
し

そ
の
後
の
議
論
の
推
進
を

質
問
市
民
の
安
全
確
保
の
た

め
、老
朽
化
し
た
庁
舎
建
て
替

え
の
早
期
着
手
を
求
め
る
が
、

物
価
高
騰
や
政
策
金
利
の
上

昇
に
対
応
す
る
施
設
規
模
の

効
率
化
に
係
る
取
組
を
聞
く
。

答
弁
執
務
室
で
の
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
、枚
方
税
務
署
と
の
合

同
庁
舎
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

要
望
等

庁
舎
位
置
を
確
定

し
、
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
社
会
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
た
検
討
を
要
望
す
る
。

新
庁
舎
位
置

⑤
街
区
へ
の
移
転
に
よ
る

防
災
上
の
効
果
は

質
問

新
庁
舎
位
置
を
⑤
街

区
と
す
る
場
合
、
府
道
枚
方

茨
木
線
に
面
す
る
こ
と
に
よ

る
防
災
上
の
効
果
を
聞
く
。

答
弁
同
線
の
広
域
緊
急
交
通

路（
＊
２
）区
間
は
、大
規
模
災

害
時
に
道
路
が
閉
塞
し
た
際
、

大
阪
府
に
よ
り
緊
急
車
両
等

の
通
行
が
確
保
さ
れ
、主
要
拠

点
と
の
連
携
が
維
持
で
き
る
。

要
望
等

大
規
模
災
害
に
備

え
、
市
民
の
安
全
・
安
心
確

保
の
た
め
の
新
庁
舎
整
備
を

１
年
で
も
早
く
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備

取
組
を
巻
き
戻
す
の
は

市
民
へ
の
不
利
益

質
問

現
庁
舎
の
老
朽
化
対

応
の
現
状
と
、
基
本
計
画
策

定
の
経
過
、
目
的
を
聞
く
。

答
弁

現
庁
舎
は
外
壁
崩
落
、

空
調
の
不
具
合
な
ど
緊
急
的

対
応
を
含
め
維
持
費
が
増
し
、

早
期
の
建
て
替
え
が
必
要
で

あ
る
。
同
計
画
は
平
成
２５
年

策
定
の
枚
方
市
駅
周
辺
再
整

備
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
策
等
を
示
す

た
め
令
和
３
年
に
策
定
し
た
。

要
望
等
こ
の
１０
年
間
を
巻
き

戻
す
不
利
益
を
市
民
に
与
え

て
は
な
ら
な
い
と
意
見
す
る
。

前
回
説
明
か
ら
多
く
の
変
更

再
度
市
民
説
明
会
の
開
催
を

質
問

前
回
の
市
民
説
明
会

は
、
枚
方
市
駅
と
新
庁
舎
が

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ（
＊

４
）で
つ
な
が
る
古
い
絵
面
に

沿
っ
て
の
説
明
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
事
業
費
は
市
費
負
担

分
だ
け
で
７３
億
円
も
増
額
し

て
い
る
。
説
明
会
か
ら
既
に

１
年
半
が
経
ち
、
こ
う
し
た

多
く
の
変
更
点
が
あ
る
中
、

再
度
説
明
会
を
開
催
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

今
後
、さ
ら
な
る
具
体

化
を
進
め
る
中
で
、
段
階
に

応
じ
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

枚
方
消
防
署
の
移
転

民
間
開
発
優
先
で
は
な
く

市
民
の
安
全
、安
心
を

質
問

枚
方
消
防
署
の
用
地

は
隣
接
す
る
⑤
街
区
で
の
確

保
が
好
ま
し
い
と
し
て
い
た

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
の
考

え
を
無
視
し
て
、
市
庁
舎
移

転
を
優
先
し
、消
防
力
の
適
正

配
置
上
、
合
理
性
を
欠
く
旧

中
宮
北
小
学
校
跡
地
へ
の
遠

隔
地
移
転
を
進
め
る
の
は
、市

民
の
安
全
、
安
心
よ
り
も
民

間
開
発
優
先
で
は
な
い
か
。

答
弁

移
転
後
も
、
引
き
続

き
５
分
救
急
・
消
防
体
制
は

確
保
で
き
、
必
要
な
消
防
力

の
維
持
が
可
能
と
考
え
る
。

基
本
計
画

④
街
区
の
コ
ン
セ
プ
ト
破
綻

な
お
庁
舎
移
転
す
る
理
由
は

質
問

庁
舎
を
⑤
街
区
へ
移

転
さ
せ
る
理
由
は
、
み
ど
り

の
大
空
間
を
つ
く
る
た
め
だ

っ
た
は
ず
だ
が
、
狙
い
ど
お

り
と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
白

で
あ
り
、
基
本
計
画
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
破
綻
し
て
い
る
。

今
な
お
庁
舎
を
⑤
街
区
と
す

る
理
由
を
市
長
に
聞
く
。

答
弁

市
駅
周
辺
の
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

国
、
府
、
市
の
土
地
を
活
用

し
た
連
鎖
型
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
庁
舎
は
⑤
街
区
へ
移
転

と
し
て
い
る
。

広
域
緊
急
交
通
路

接
し
て
い
る
だ
け
で

防
災
性
高
い
と
言
え
る
の
か

質
問

⑤
街
区
は
広
域
緊
急

交
通
路（
＊
２
）に
接
す
る
た

め
防
災
性
が
高
い
と
い
う
が
、

枚
方
消
防
署
移
転
予
定
地
は

接
し
な
い
。
見
解
を
聞
く
。

答
弁

上
下
水
道
局
と
広
域

緊
急
交
通
路
を
結
ぶ
重
要
道

路
と
し
て
市
が
選
定
す
る
地

域
緊
急
交
通
路
に
接
す
る
。

要
望
等

④
街
区
に
庁
舎
を

建
設
し
て
も
、
道
路
を
造
り

地
域
緊
急
交
通
路
に
で
き
る
。

広
域
緊
急
交
通
路
に
接
す
る

だ
け
で
防
災
性
の
高
さ
は
判

断
で
き
な
い
と
意
見
す
る
。

市
民
の
要
望
を
実
現
し
た

新
庁
舎
の
早
期
建
設
を

質
問

新
庁
舎
整
備
に
当
た

り
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
を
含
め
多
様
な
立
場

の
意
見
を
伺
う
よ
う
求
め
て

き
た
。
今
回
実
施
し
た
個
別

意
見
聴
取
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

配
置
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、

通
路
や
ト
イ
レ
の
配
慮
、
子

ど
も
が
遊
ぶ
屋
内
施
設
の
設

置
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

要
望
等

他
市
の
新
庁
舎
は

市
民
の
要
望
が
実
現
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
早

期
の
庁
舎
建
設
を
要
望
す
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
費

市
有
地
売
却
益
は

負
担
額
と
考
え
る
べ
き

質
問

⑤
街
区
で
新
庁
舎
整

備
を
す
る
場
合
、
市
の
負
担

額
を
５１
億
円
と
し
て
い
る
が
、

市
有
財
産
の
売
却
は
土
地
区

画
整
理
事
業（
＊
３
）外
の
た

め
、
本
来
市
の
負
担
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
負
担
額
は

売
却
益
を
足
し
た
８７
億
円
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
有
財
産
の
売
却
益

は
当
事
業
の
財
源
と
し
て
の

活
用
を
想
定
し
、
国
費
や
市

有
建
築
物
補
償
費
に
加
え
、

有
効
活
用
額
を
控
除
し
た
５１

億
円
を
負
担
額
と
試
算
し
た
。

市
役
所
位
置
条
例

再
度
否
決
と
な
っ
た
際
の

市
長
の
覚
悟
を
聞
く

質
問

再
度
、
市
役
所
位
置

条
例
改
正
案
が
否
決
さ
れ
、

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
際
の
責

任
と
し
て
、
市
長
の
政
治
生

命
を
か
け
る
覚
悟
な
の
か
。

答
弁

市
駅
周
辺
再
整
備
は
、

一
丁
目
一
番
地
、
最
重
点
施

策
で
あ
り
、
政
治
生
命
を
か

け
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う
強

い
決
意
を
し
て
い
る
。
市
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
３
月
定
例
月
議

会
で
同
条
例
改
正
案
を
可
決

い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

＊
１

都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
…
都
市
開
発
事
業
等
を

通
じ
て
緊
急
か
つ
重
点
的
に

市
街
地
の
整
備
を
推
進
す
べ

き
都
市
再
生
の
拠
点
と
な
る

地
域
と
し
て
、
政
令
で
指
定

す
る
地
域
の
こ
と
。

＊
２

広
域
緊
急
交
通
路
…

災
害
発
生
時
に
救
助
、救
急
、

消
火
、
医
療
、
緊
急
物
資
の

供
給
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実

施
す
る
た
め
の
道
路
と
し
て

大
阪
府
が
選
定
し
て
い
る
も

の
。

＊
３

土
地
区
画
整
理
事
業

…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公
平

に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受

け
（
減
歩
）
、
道
路
、
公
園
、

河
川
な
ど
の
公
共
施
設
を
整

備
、
改
善
し
、
土
地
の
区
画

を
整
え
て
宅
地
の
利
用
増
進

を
図
る
事
業
の
こ
と
。

＊
４

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
…
広
場
と
横
断
歩
道
橋

の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
建
物

と
接
続
し
て
建
設
さ
れ
た
、

歩
行
者
の
通
行
専
用
の
高
架

建
築
物
の
こ
と
。

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
７
年
度
当
初

予
算
な
ど
、
３
月
定
例
月
議

会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ク
オ
カ
ー

ド
が
当
た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ

た
ん
き
ゅ
う

ー
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」
に
御
応

募
い
た
だ
い
た
際
、「
議
員
は
、

議
会
の
出
席
以
外
に
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
す

か
」
と
い
う
御
質
問
を
多
く

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
議

員
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
（
６
面
掲
載
）
。

ま
た
、
市
議
会
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
議
会
に

も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
限
定
企

画
を
投
稿
し
て
い
ま
す
（
二

次
元
コ
ー
ド
は
１
面
掲
載
）
。

ぜ
ひ
、
ぎ
か
い
探
Ｑ
の
ク

イ
ズ（
下
欄
掲
載
）に
挑
戦
の

上
、
御
応
募
い
た
だ
き
、
御

意
見
、
御
感
想
を
市
議
会
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
御
意
見
を
基
に
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

丹
生

真
人

副
委
員
長
…

田
口

敬
規

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
番
匠

映
仁
、

佐
田
あ
ゆ
美
、
東

実
名
子

「
市
役
所
の
位
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」の
議
案

は
、３
月
定
例
月
議
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、撤
回

さ
れ
ま
し
た（
詳
細
は
１
面
参
照
）。

①高齢者の増加や核家族化の進行などが社会問題となる中、高
齢者の「〇〇〇」を社会全体で支えることを目的として、平
成１２年に「〇〇〇保険制度」が創設されました。

④だしや卵で溶いた小麦粉の生地に８本足の海産物などを具
にして丸く焼き上げた大阪府民のソウルフード。

⑧「受けること」をへりくだって言う語。
⑨液体をこしてきれいにする機器のこと。
⑩普段不愛想な人が、時折甘えた行動を取る様。「〇〇デレ」
⑪ノルウェーやスウェーデンがあるヨーロッパ北部の巨大な
半島。

⑭議会運営を円滑に進めるため様々なことを協議、決定する会
議体。「議会○○営委員会」

⑯議長が有する権限の一つに、会議における発言許可などを行
うことができる「〇〇〇〇〇権」があります。

⑱一部の動物の頭部に突き出た、堅い骨質や角質のもの。
⑲枚方市の地名である「甲斐田」は「カ〇〇」と読みます。
⑳私費の反対語は「〇〇〇」。
㉑新世界のシンボルである大阪の名物タワー。

①議会で審議する案件の可否は出席議員の半数を超え
る者の意見で決まりますが、これを「〇〇〇〇〇〇〇
〇の原則」といいます。

②徳川家康の側近武将だった「徳川四天王」の一人、「〇
かっ ちゅう

〇直政」。鮮やかな赤い甲冑に身を包む勇猛な姿から
「〇〇の赤鬼」と称されました。

③文や句の中における語の配列の位置、順序のこと。
⑤南米の国「〇〇〇〇〇」の首都はボゴタ。
⑥「輩」は「〇〇ら」と読みます。
⑦市が特定の目的のため資金を積み立てる、いわば貯金
に当たるものを「〇〇〇」といいます。

⑩マグロやカツオなどのこと。これらの魚肉を油漬けに
して缶詰にしたものを「〇〇缶」といいます。

⑫日本語は「〇〇〇、カタカナ、ひらがな」の３種類の
文字を持つ世界でも珍しい言語です。

⑬非常の際に、民間人が自分たちの安全を守るために組
織する私的な警備団体のこと。

⑮枚方市議会報には、枚方市に
ゆかりのある人物を紹介する
連載コーナー「〇〇〇〇この
ひと」があります。

⑰焦るとかえって失敗するという意味のことわざ。
「〇〇〇は事を仕損ずる」

⑱ある物事について精通していること。

⑳枚方市議会議員の直近の選挙の「〇〇示日」は令和５
年４月１６日で、３２人の議員が選ばれました。

右記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋め、
Ａ～Ｇを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
※１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。

応募方法 市議会ホームページに掲載の応募フ
ォーム（左下コード）または、はがき、電子メー
ル、ファクスに、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、クイズの答え、議会報の感想を書いて
市議会事務局（〒５７３－８６６６住所不要）へ。
５月２５日必着。１人１通。抽せんで１０人にクオ
カード（５００円分）をプレゼント！当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。

令和７年（２０２５年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５６号 ＜ ８ ＞


